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我が国の産業を支える特殊金属資源の安定供給戦略の一

環として、アジア・環太平洋園を中心とした国際二次資源循

環の推進策の実施を要望します。

(背景と理由)

つい数年前の希土類問題に典型的に現れているように、我が悶の産業を支え

る特殊金属資源に対して、その安定確保はいまだに脆弱です。この特殊金属資

額の確保には選出関に依存する一次資濫とともに、我が由などに諸積している

こ次資源〈都市鉱山〉在穣橿的に利用していく必要があります。これまでは、二次

資源は圏内に蓄積されているケースが多く、圏内的なヲサイクル教築だけでも

ある程度の対応ができたのですが、使用務み製品の梅外流出や、大量の工場罵

源であった生産工場の国外展開などで、二次資源の確保までもが関難になって

くる状況になっています。また、こうして流出していった二次資源はりサイク

ル体制の整わないアジア麗などの発殿途上国で廃棄物問題を引き起こしており、

それにかかわる製造者としての設が留の棄をが関われかねない状態になってい

ます。

このような状況に対し、我が閣の循環型社会形成の高い技徳と政策の本撃を

生かして、アジア圏に環境効率に傑れた国際資源循環の形成を、我が簡の主導

で積極的に鰻関する施策を実施することを要望します。

これは、発緩途上のアジア臨の環境の向上に、我が聞の循環型社会形成の経

験を訴え、アジアの冨々の環境改欝に貢献するととも位、それを通乙た物流や

それに伴うエネルギー利用の健全拡による京壌での地球渠媛化ガスの削減にも

貢献し、問時に、我が国に不可欠な特殊金罵資諒の供絵を二次資源の掛から強

化するものです。 
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(推進策の内容〉

推進すべき旗策の基本は以下の毘施策です。

1.我が閣の主導による質の高い国際的リユ…スの推進� 

2.我が霞静脈産業の高い分別・選別技術の国際普及の推進� 

3.国外版関企業の産業麓棄物の国内還元ノレートの確立� 

4.レアメタノレ二次資源の高度利用技術の国際拠点化

さらに、 これらの施策と合わせて、資源効率・環境効率の高

い国際的な二次資源循環の枠組みを我が国のリーダ…シッ

プで構築していくことを要望いたします。

(施策の概略〉

1.我が国の主導による質の高い国際的リユースの推進

(ブランド・リニ丸一ス〉

使用務み製品が中富品として海外に読出したうえ北� E幽� waste{露子機器廃棄

物〉などとして環境問題までも引き起こしている状態に対して、その需要源とな

っている間際中古品市場に、日本製品ブランドによる高信頼性のリユース業を

参入させ、生活レベルの向上に見合うり品ース品市場の構築と、トレーザピリ

ティのある物流管理を実現させる。� 

1-1 リユース事業鍛輿祷場金などリニL…ス事業の保進
 

1・2 国際ヲユ…ス事業者認定制度などプランド化を保証できる制度の導入
 

1・3 製浩者費任iこ相当するヂィーラ}寅保の明確化できる語犠欝
 

2. 我が国静脈藤業の高い分別・灘期技術の国際普及の推進

(アーパン・ベネブイシエ}ション〉

アジア闘で行われている� f全部雑多煮型j ヲサイクルに対して、我が鵠の洗� 
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練した分]3IJ技術を導入し資源効率、環境効率の高いリサイクルによる健全な静

脈産業の育成に貢献する。そのために、技術のみでなく、機器や技術の供与ビ

ジネス、資糠生産性向上コンサルタントなど、静蹄産業のトータルソヲューシ

ョン・ピジネスの参入を促進する。� 

2-1 政府間での静顕産業育成協力に関する連携の推進� 

2合 分別・選iJlJ業のアジア進出のためのサボ…ト制度〈財政面、構報面)� 

2-3 関際鵠機器ラ}ス・レンタル葉、循環濯社会コンサノレタント業の背成による多様

な参入の支援� 

3.国外燥開企業の産業廃棄物の国内灘苅ルートの確立


(フォロー・ヲサイクノレ〉


悶外展開する製造業の工場発生物をブ方口…し国内還元ノレートを擁立するこ

とで、高品質のニ次第料のサプライチェ…ンを確保すると同時に、地元での� f全

部雑多煮型j リサイクルへの流出による環境への拡散の防止に貢献する。� 

3・1 官章子議絞などヲサイクノレ原軒の規路化とそれによるパーゼル条約対応の緩和� 

3・2 ODA龍孫護持者どによる製造業者の機外移較における静脈産業kのパッケ}ジ

の推進� 

3・3 政府間協力による地場リサイクノレ業との瀧携推瀧制度� 

4. レアメタルニ次資澱の高度利用設衛の間諜拠点化

〈ファインケミカノレ・ヲサイクノレ)

希少金属二次饗探をハイテク製品のモノづくちに必要とされる高度精製化学物

質に高める技第を発展させ、務外での鋳塊レベノレの時金技術と付加価植面で区

別記を留ることにより、二次棄源の国内還読を保延長させかっその国際還流の拠

点とする。� 

4・1 ハイテク用高付加価値原料精錬に焦点を合わせた研究開発予算の拡充� 

4・2 ハイテク用高付加価値服料合有物に対するパーゼノレ条約運用の緩和� 

4・3 製錬工穂に管理された希少金属に支守する国内錆蓄量としての取ち扱いと議場� 

4・4 二次資源流濡情報の犠繍

なお、現在、源措儲格につられて金属資源価格も低下してきておりますが、

まさにこのタイミングこそ、資源戦略を展開できるチャンスであります。

またアジア各国も、パ…ゼ、ル条約制定時のような廃棄物投棄の受け皿から自

闘で電子廃棄物が発生する状枕に変わってきており、それに合った資源勢率、

環境効率の高い二次資糠の間際循環の枠組みづくりを、衛環型社会形成の先導� 
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者である我が国がリーダ…シップをもって進めることが求められています。

以上、諸嬬件について、ご検討の上、是非実現されん事を要望致します。 
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二次資源f都市鑑山� Iを積極的{二手l開

に
源

国
資制サ

ロ

製造者としての我が国の責任

リサイクル体制の智コない
アジア圏むどの発展途上国で
廃棄物問題� 

環境効率の高い国際資源循環の4施策� 
international responsible resource circulation ~ff.~J . 

製造業、流通業、素材業、リサイクル業の連携で

他国間広域の資源効率、環境効率の高い物質循環を
 

短期鯵断信頼性 製造者の製品ライ 違法リユース集の リユース率業の促 ホンダ中古バイク、� 
確認技術、 フサイクル管理の 育成 進、国際リユース AppJe整備済み製

鋼材後旋の長寿 一環 リユース業ーリサイ 事象者の認定制 品� 

製造
¥
¥
当

流通

命化

集まるところに控

術を届けるモパイ
ルリサイクル技術

産業廃棄物からの
高度抽出技術

ヒトと技術の銭争
からヒトと妓術の
協奏へ

事前仕分けの少な
い高エントロピー
廃棄物対応

忌遊物質抑制など� 
J、ィチク製品原料

としての品質管理
技術

製造者の信頼でき
るリユース業の展
開

地元展開企業{製
造業、リユース業}
との静脈整備連携

恵付加価値物の
ファインケミカルリ
サイクルとの違星

資覇仕分け.の
国際展開

アジアに合ったリ
サイクルメジャ-
J、
サプライチェーン
管理としての企業
問結合

クル業の連携によ
るe-waste化の防
止

高信額性確保技
術の普及

涜棄物最終処理イ
ンフラ整備との結
合

汎用リサイクル晶
の現地利用促進� 

f現地のものは現
地で現地の人が処
還をする』

;a付加価値物原
料分'IIJによる有害
廃棄物等処理の
促進

度

製造者責任を引き
継ぐディーラー責
任制度

製造.-リサイクル

業パッケージ化の
推進

製造.産業廃棄
物中のレアメタル
管理{圏内外)報告

静脈インフラ嚢備
事業の展開

リサイクルソフトウ
エアの転移

再生原料の標準
化(電子基板等)

二次資源流通情
報の整備

インジウム使用済
みターゲツトリサイ
クJレ

NEDO目印e-waste
リサイクル車黛

アルミドロスのJI5

化、

『原料としてリサイ

クル可能な固形廃
棄物の舗入申舗
事項に関する公
告J(中園} • 




